
県との合同

地域を活性化するマーケティングの基本
～マーケティングの基本手法を学び、住民ニーズに応える～

オンライン（Zoom）

ね ら い

特 徴

■日程【１日間】

７月２５日（木）

■予定人数

１６名

■対象

・住民ニーズを捉えた政策形成の重要性を感じている方

・地域振興策の立案や情報発信に当たって、考え方のヒントを得たい方

※「戦略的情報発信」を併せて受講することで、より効果的なマーケティングの

スキルを身に付けることができます。

■講師 株式会社インソース 菅野 聡之

プログラム（予定）

基本となるマーケティング手法及び活用法を学び、地域活性化に向けた政策形成・事業立
案への活かし方を習得します。

・自治体としてのマーケティングのポイントとなる知識を総合的に学習することができます。

・地域を活性化するための視点や具体的な手法等について、講義や演習を通じて学習した
り意見交換することで、政策形成をはじめ、様々な業務に応用できる考え方を身に付ける
ことができます。

形 式

市町村専門研修
令和６年度

新潟県自治研修所

・本研修は、Ｚｏｏｍによるオンラインで実施します。

・講師による講義や演習、グループでの討議を行います。

１．マーケティングとは何か
２．マーケティング戦略の立て方
３．環境分析～市場環境と組織の
　　状況を分析する

４．戦略の策定～誰に何を提供するか
５．戦術の考案～マーケティングの４Ｐ
６．戦術の考案～公共マーケティングの４Ｐ
７．まとめ
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受講前は「マーケティングは難しそう」と少し構える部分があったが、普段行っていることが既にマーケティ

ングであると教えていただいたことで、マーケティングに対する苦手意識を克服することができた。

マーケティングの基本知識、手法および活用方法を学ぶだけでなく、グループワークを通して意見交換す

ることで、様々な業務で活用できる考え方を身に付けることができた。

外部環境要因を挙げ、その要因によるチャンス（機会）とピンチ（脅威）を導き出し、強みと弱みを踏まえて、

さまざまな切り口（特に心理）」により、市民のニーズを満たすための具体的マーケティング戦略を立て、今

後の業務を遂行していきたいと思う。

「県民に向けて行う様々な活動」や「顧客の課題を解決すること」という定義を知り、業務にも関係を見出す

ことができた。

受講者の声（令和５年度）

※研修内容は現段階での予定であり、今後、変更となる場合があります。

カリキュラム（予定）

時 間 内 容

１
日
間

9:00

12:00

１．マーケティングとは何か

（１）マーケティングとは、相手を動かすこと

（２）マーケティングの重要性

（３）マーケティングの視点

（４）「プロダクトアウト」と「マーケットイン」

２．マーケティング戦略の立て方

３．環境分析 ～ 市場環境と組織の状況を分析する

（１）外部環境の分析

（２）内部の課題分析

（３）ＳＷＯＴ分析

13:00

17:00

４．戦略の策定 ～ 誰に何を提供するか

（１）ＳＴＰマーケティングとは

（２）「Ｓ」 ～ セグメント化

（３）「Ｔ」 ～ ターゲット選定

（４）「Ｐ」 ～ ポジションの確立

５．戦術の考察 ～ マーケティングの４Ｐ
（１）製品（Ｐｒｏｄｕｃｔ）
（２）価格（Ｐｒｉｃｅ）
（３）流通（Ｐｌａｃｅ）
（４）プロモーション（Ｐｒｏｍｏｔｉｏｎ）

６．戦術の考察 ～ 公共マーケティングの４Ｐ
（１）製品（Ｐｒｏｄｕｃｔ） ～ ニーズを満たすもの全て
（２）価格（Ｐｒｉｃｅ） ～ ４種類の価格
（３）流通（Ｐｌａｃｅ） ～ 顧客との接点
（４）プロモーション（Ｐｒｏｍｏｔｉｏｎ） ～ 適切なメディアの選択

７．まとめ
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